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Ⅰ 県南地域の概況
地域の特性

（１） 地勢

県南地域は、福島県中通り地方の最南端で栃木、茨城の両県に接し、白河市、西白河

郡及び東白川郡の１市４町４村からなり、その面積は1,233.24㎢と、県土の8.9％を占

めています。

東部に阿武隈山地、西部に奥羽山脈、南部に八溝山系があり、地域のほぼ中央を北に

流れる阿武隈川と、南東に流れる久慈川の各流域に沿って田園地帯が広がり、清流と緑

豊かな美しい源流の郷でもあります。

気候は、西白河地方は比較的冷涼で気温が低く、降雨量が多いのに対し、東白川地方

は温暖で積雪も極めて少ないのが特徴です。

交通面では、東北自動車道、国道４号、東北新幹線、東北本線という東日本の大動脈

上に位置し、さらに、福島空港・あぶくま南道路（あぶくま高原道路）等、高速交通体

系が充実されつつあります。

（２） 人口

人口は、平成１９年４月１日現在で152,438人と県全体の7.4％を占めています。年齢

別では、年少人口比率が15.1％と県平均より高く、また、老年人口比率は22.7％と県平

均より低くなっています。

人口の推移を平成１７年と平成１２年の国勢調査で比較してみると、県全体では1.7

％減少しているのに対し県南地域では1.1％の減少にとどまっています。

（３） 産業

産業は、白河市及び西白河郡では、電気、機械等の製造業を中心とした企業の立地や

各種サービス産業の進出により、第２次産業や第３次産業の占める割合が高くなってい

ます。一方、東白川郡では、米、畜産、こんにゃく、久慈スギなどの特産物を中心とし

た農業や林業及び関連地場産業を基幹として発展してきましたが、今日では製造業が地

域経済を牽引しています。

県南地域は、みちのくの玄関口として首都圏に隣接するという地理的優位性を有して

おり、幹線交通網の整備伸展に伴い、「栃木・福島地域」の一部として首都機能移転先

候補地に選定されるなど、その優位性が高く評価されています。
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西郷村
泉崎村

白河市

中島村

矢吹町

鮫川村

塙 町

矢祭町

棚倉町

（６５歳以上の人口比率：平成１９年４月１日現在）

６５歳以上 ７５歳以上

305.30 22,834 65,562 214.7 15.4 63.2 21.4 10.9

西郷村 192.32 6,337 19,630 102.1 16.2 66.2 17.5 8.7

泉崎村 35.40 1,947 6,723 189.9 15.0 62.8 22.2 11.6

中島村 18.91 1,334 5,117 270.6 16.8 61.7 21.5 11.0

矢吹町 60.37 5,871 18,734 310.3 13.9 63.2 22.9 11.2

計 307.00 15,489 50,204 163.5 15.3 64.2 20.5 10.2

棚倉町 159.82 4,813 15,551 97.3 15.9 60.3 23.8 12.4

矢祭町 118.22 1,961 6,632 56.1 12.8 55.7 31.5 17.6

塙町 211.60 3,185 10,321 48.8 13.6 55.8 30.6 16.7

鮫川村 131.30 1,116 4,168 31.7 13.7 55.5 30.8 17.2

計 620.94 11,075 36,672 59.1 14.4 57.6 27.9 15.1

1,233.24 49,398 152,438 123.6 15.1 62.2 22.7 11.7

13,782.75 717,111 2,069,570 150.2 14.4 62.0 23.5 11.9

県南地域計

福島県

管内市町村の概況

区 分
面積

（K㎡）
世帯数
(世帯）

人口
（人）

（出典：全国都道府県市区町別村面積調、福島県の推計人口）
※注　調査期日は、｢面積」がH17.10.1 その他の項目がH19.4.1である。

人口密度
（人/K㎡）

年齢別人口構成比（％）

年少人口
０～１４歳

生産年齢
人口

１５～６４歳

老年人口

白河市

西
白
河
郡

東
白
川
郡
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Ⅱ 県南保健福祉事務所の概況
１ 沿革

県では、平成１４年４月１日から、保健と福祉の連携を強化し、より良い行政サー

ビスを提供するため、従来の保健所と社会福祉事務所を統合し、３部７グループと棚

倉支所（旧県南保健所棚倉支所）で構成する県南保健福祉事務所として再編しました。

さらに、児童相談体制の充実を図るため、各児童相談所の「相談室」を事務所内に設

置しました。

なお、保健福祉事務所は、地域保健法による保健所を兼ねています。

○県南社会福祉事務所

昭和26年 3月 社会事業法制定
昭和26年10月 東白川福祉事務所が東白川郡４町村を福祉地区として、また、西白河福

祉事務所が西白河郡7町村を福祉地区として設置されました。
昭和44年 4月 行政機構改革に伴い従来の福祉地区が統合され、白河社会福祉事務所が

設置されるとともに、出張所として東白川福祉事務所が置かれました。
昭和48年 4月 機構改革により、東白川福祉事務所の生活保護現業員が白河社会福祉事

務所に配置替えされ、東白川福祉事務所は福祉相談を主たる業務とする
事務所となりました。

平成 6年 4月 機構改革により、事務所の名称が白河社会福祉事務所から県南社会福祉
事務所に変更されました。また、東白川福祉事務所は廃止され、東白川
福祉相談コーナーとなりました。

○県南保健所

（旧白河保健所）
昭和19年 9月 白河市新蔵に元逓信省簡易保険相談所の施設の譲渡を受け、西白河郡一

円を所管区域として白河保健所が設置されました。
昭和30年 8月 白河市字郭内127番地に新築移転しました。
昭和53年 7月 庁舎改築着工に伴い、白河市中町郵便局舎に仮移転しました。
昭和54年 7月 RC造3階建て庁舎が落成、移転しました。
平成 9年 3月 地域保健法の施行に伴う保健所の再編統合により廃止されました。

（旧棚倉保健所）

昭和19年 9月 棚倉町大字棚倉字北町142番地に東白川郡及び石川郡一円を所轄地区と
して棚倉保健所が設置されました。

昭和23年 5月 石川保健所の設置に伴い、所管区域が東白川郡棚倉町外9町村となりま
した。

昭和29年 3月 棚倉町北町甲149番地に新築移転しました。
昭和58年 3月 棚倉町棚倉字城跡34番地1にRC造2階建て庁舎を新築、移転しました。

平成 9年 3月 地域保健法の施行に伴う保健所の再編統合により廃止されました。

（県南保健所）

平成 9年 4月 地域保健法施行に伴う保健所の再編統合により、白河・棚倉両保健所が
統合され、白河市字郭内127番地に新たに県南保健所が、棚倉町棚倉字
城跡34番地1に県南保健所棚倉支所が置かれました。

○県南保健福祉事務所

平成14年 4月 県南社会福祉事務所と県南保健所の組織統合により、県南保健福祉事務

所となりました。

平成15年 4月 旧県南保健所庁舎の改修完了に伴い、現在の同一庁舎内組織における執

行体制となりました。

平成16年 4月 衛生検査体制の再編により、検査部門が衛生研究所県中支所に統合され、

衛生推進グループ検査チームが廃止となりました。

平成18年 4月 家庭児童相談室は、中央児童相談所白河相談室に統合されました。

平成19年 4月 中央児童相談所白河相談室は、県中児童相談所白河相談室となりました。



平成19年４月1日現在

総務企画部
総 務
グ ル ー プ

予算、財産管理、庶務、戦傷
病者等援護、日赤・共同募金

地 域 支 援
グ ル ー プ

企画調整、地域保健福祉、
統計、研修、民生・児童委員、
法人指導・監査

健康福祉部
保 健 福 祉
グ ル ー プ

高 齢 者 支 援
チ ー ム

介護保険、高齢者保健福祉、
高齢社会対策、施設監査

児童家庭支援
チ ー ム

児童福祉、母子保健、女性
保護、一人親家庭支援、子
育て支援、施設監査
嘱託相談員による児童・母
子福祉相談対応（西白河郡）

東 白 川 福 祉
相 談 コ ー ナ ー
（ 棚 倉 支所 内）

嘱託相談員による児童・母
子福祉相談対応（東白川郡）

県 中 児 童 相 談
所 白 河 相 談 室

児童家庭相談、
児童虐待相談

嘱託相談員による児童・母
子福祉相談対応（西白河郡）

副 所 長
障がい者支援
チ ー ム

身体障がい者福祉、知的障
がい者福祉、精神保健福祉、
施設監査

生 活 保 護
グ ル ー プ

生活保護、施設監査

健 康 増 進
グ ル ー プ

健康づくり、難病、栄養指導、
歯科保健、原爆被害者医療

生活衛生部
医 療 薬 事
グ ル ー プ

医 事 薬 事
チ ー ム

医事、薬事、献血、骨髄バン
ク、救急医療、医療監視

感 染 症 予 防
チ ー ム

結核、感染症、エイズ対策

衛 生 推 進
グ ル ー プ

環 境 衛 生
チ ー ム

生活衛生、営業施設、水道施設
指導

食 品 衛 生
チ ー ム

食品衛生、食品営業施設の監
視、動物愛護、狂犬病予防

 棚倉支所

難病、精神保健福祉、母子
保健、環境衛生、食品衛生
事務に関する東白川郡に係
る事務

２　組織機構図

所   長
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３  職員の配置状況 （平成１9年４月１日）
                 職種別 事

務

吏

員

技 術 吏 員 技

能

員

計

兼 務 嘱 託

医

師

獣

医

師

薬

剤

師

栄

養

士

エ

ッ
ク

ス

線

技

師

歯
科
衛
生

士 保

健

師

技

師

主

任

児

童

福

祉

司

心
理
判
定

員 相
談
員
・
協

力
員
・
支
援

員 運

転

手

所 長 1 1

副 所 長 （ 兼 総 務 企 画 部 長 ） 1 1

総
務
企
画
部

部 長 ( 副 所 長 と 兼 務 ）

総
務
Ｇ

課 長 1
5

グ ル ー プ 員 4 2

地
域
支
援
Ｇ

課 長 1

4キ ャ ッ プ 2

グ ル ー プ 員 1

健

康

福

祉

部

部 長 1 1

副部長（兼健康増進Ｇ課長） 1 1

保

健

福

祉

Ｇ

課 長 1

14

支
援
Ｔ

高
齢
者

キ ャ ッ プ 1

チ ー ム 員 2 1

庭
支
援
Ｔ

児
童
家

キ ャ ッ プ 1 1

チ ー ム 員 2 1 3

支
援
Ｔ

障
が
い
者

キ ャ ッ プ 1

チ ー ム 員 1 2

生
活
保
護
Ｇ

課 長 1

7キ ャ ッ プ 2

グ ル ー プ 員 4 1

健
康
増
進
Ｇ

課 長 ( 副 部 長 と 兼 務 ）

5キ ャ ッ プ 1

グ ル ー プ 員 3 1

生

活

衛

生

部

部 長 1 1

医
療
薬
事
Ｇ

課 長 1

6

薬

事

Ｔ

医

事

キ ャ ッ プ 1

チ ー ム 員 1 1

予
防
Ｔ

感
染
症

キ ャ ッ プ 1

チ ー ム 員 1

衛
生
推
進
Ｇ

課 長 1

12

衛

生

Ｔ

環

境

キ ャ ッ プ 1

チ ー ム 員 1 1

衛
生
Ｔ

食
品

キ ャ ッ プ 1 1

チ ー ム 員 2 1 1 2

本 所 計 26 1 4 6 3 0 1 10 5 2 58 4 2

棚
倉
支
所

支 所 長 1 1

所 員 1 1 2

計 1 1 1 3

東白川福祉相談コーナー※ 2

河
相
談
室

相
談
所
白

県
中
児
童

室 長 （1） （1）

室 員 （4） （3） （7） 1 1 2

計 （5） （3） （8） 1 1 2

合 計
（5） （3） （8）

26 1 4 6 3 1 1 11 6 2 61 1 1 8 2

※東白川福祉相談コーナーには、県中児相白河相談室の家庭相談員１人と県南保健福祉事務所の母子自立支援員兼女性相談員１
人が配置されています。（　）内の数字は、県南保健福祉事務所の兼務職員数を表示しています。
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  平成１７年の死亡率（人口千対）は、９．８で前年より１．１ポイント上がり、県平
均、全国平均と比較すると、県平均より０．３ポイント下回っていますが、全国平均より
１．２ポイント上回っています。
  平成１０年以降の年次推移をみると、県平均、全国平均は増加傾向にありますが、県南
地域では横ばい傾向がみられ、平成１０年では、８．８でしたが、平成１７年は、平成１
０年より１．０ポイント増加しています。

  平成１7年の出生率（人口千対）は、８．７で前年より０．３ポイント低下したが、県
平均、全国平均と比較すると、０．３ポイント上回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、県平均、全国平均に比べ高い数値にありますが、
低下傾向にあり、平成１０年では、１０．０でしたが、平成１７年は、平成１０年より
１．３ポイント低下しています。

　　　　（３）　自然増加
　平成１７年の自然増加率（人口千対）は、－１．２で、前年より１．５ポイント下が
り、県平均、全国平均と比較すると、県平均より０．５ポイント上回り、全国平均より
１．０ポイント下回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、県平均、全国平均と同様に、低下傾向にあり、平
成１０年では１．２でしたが、平成１７年は、平成１０年より２．４ポイント低下してい
ます。

Ⅲ　人口動態

　1　人口動態の推移
　　　（１）　　出生

　　　（２）　死亡

出生率

8.0

9.0

10.0

11.0

県南 10.0 10.5 9.8 10.0 9.5 9.4 9.0 8.7

福島県 9.7 9.6 9.5 9.6 9.2 9.0 8.7 8.4

全国 9.6 9.4 9.5 9.3 9.2 8.9 8.8 8.4

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

死亡率

6.0

8.0

10.0

県南 8.8 9.5 9.0 8.8 8.8 9.1 8.7 9.8

福島県 8.6 9.0 9.0 8.8 8.9 9.3 9.6 10.1

全国 7.5 7.8 7.7 7.7 7.8 8.0 8.2 8.6

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

自然増加率

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

県南 1.2 1.1 0.8 1.2 0.7 0.3 0.3 -1.2 

福島県 1.1 0.6 0.5 0.8 0.3 -0.4 -0.8 -1.7 

全国 2.1 1.6 1.8 1.6 1.4 0.9 0.7 -0.2 

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17
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　　　（５）新生児死亡

　　　（６）　　死産

　平成１７年の乳児死亡率（出生千対）は、１．５で、前年より０．７ポイント低下し、
県平均、全国平均と比較すると、大幅に下回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、全国平均は徐々に低下傾向にありますが、県平均
と同様に年次により上下の変動が大きくなっており、平成１０年では１．９でしたが、平
成１７年は、平成１０年より０．４ポイント下回っています。

　平成１７年の新生児死亡率（出生千対）は、前年より０．６ポイント低下した０．８
で、県平均、全国平均より下回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、県平均、全国平均を上回った年もあれば、下回っ
た年もあるなど上下の変動幅が大きくなっています。平成１０年では０．６でしたが、平
成１７年は、平成１０年より０．２ポイント上回っています。

　平成１７年の死産率（出産千対）は、３２．１で前年より８．３ポイント上がり、県平
均、全国平均より上回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、上下の幅が大きく推移しており、平成１０年では
２８．８でしたが、平成１７年は、平成１０年より３．３ポイント上回っています。

　　　（４）　　乳児死亡

乳児死亡率

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

県南 1.9 3.7 4.0 2.6 4.1 4.1 2.2 1.5

福島県 3.2 2.8 3.2 4.3 2.9 3.5 2.9 2.4

全国 3.6 3.4 3.2 3.1 3.0 3.0 2.8 2.8

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

新生児死亡率

0.0

1.0

2.0

3.0

県南 0.6 2.5 0.7 1.3 2.0 2.0 1.4 0.8

福島県 1.6 1.3 1.6 2.4 1.4 1.5 1.6 1.1

全国 2.0 1.8 1.8 1.6 1.7 1.7 1.5 1.4

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

死産率

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

県南 28.8 36.6 33.2 29.4 32.9 25.9 23.8 32.1

福島県 34.7 35.6 34.1 37.1 37.4 34.1 32.6 31.3

全国 31.4 31.6 31.2 31.0 31.1 30.5 30.0 29.1

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

-  7  -



(出典：保健統計の概況・福島県保健福祉部）

　平成１７年の婚姻率（人口千対）は、５．１で前年より０．３ポイント増加し、県平均
と同率で、全国平均を下回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、県平均、全国平均と同様に、低下傾向にあり、平
成１０年から平成１５年までは５ポイント台でしたが、平成１７年は、平成１０年より
０．３ポイント低下しています。

　平成１７年の離婚率（人口千対）は、２．１４で前年より０．０５ポイント低下し、県
平均、全国平均を上回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、県平均、全国平均と同様に、増加傾向にあり、平
成１０年から平成１３年までは１ポイント台でしたが、平成１４年以降は、２ポイント台
で推移し、平成１７年は、平成１０年より０．６７ポイント増加しています。

　　　（８）　婚姻

　　　（９）　離婚

　　　（７）　　周産期死亡
　平成１７年の周産期死亡率（出産千対）は、３．０で前年より１．３ポイント低下し、
県平均、全国平均を下回っています。
　平成１０年以降の年次推移をみると、県平均、全国平均と同様に、低下傾向にあり、平
成１０年は４．５でしたが、平成１７年は、平成１０年より１．５ポイントも低下してい
ます。

周産期死亡率

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

県南 4.5 8.5 6.6 6.4 3.4 7.5 4.3 3.0 

福島県 6.0 5.8 6.0 6.9 5.7 5.3 5.6 3.9

全国 6.2 6.0 5.8 5.5 5.5 5.3 5.0 4.8

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

婚姻率

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

県南 5.4 5.7 6.0 5.9 5.5 5.2 4.8 5.1

福島県 5.6 5.5 6.0 5.9 5.4 5.2 5.0 5.1

全国 6.3 6.1 6.4 6.4 6.0 5.9 5.7 5.7

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

離婚率

1.00

1.50

2.00

2.50

県南 1.47 1.53 1.78 1.97 2.23 2.0 2.19 2.14

福島県 1.70 1.73 2.07 1.86 2.19 2.19 2.08 2.10 

全国 1.94 2.00 2.10 2.27 2.30 2.25 2.15 2.08

Ｈ１０ Ｈ１１ H12 H13 H14 H15 H16 H17

-  8  -
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２　　県南地域の死因の推移

28.8%

26.8%

27.9%

28.9%

27.5%

27.6%

14.0%

17.4%

19.9%

17.1%

19.0%

17.4%

16.8%

14.5%

14.8%

17.3%

15.0%

14.1%

8.7%

8.8%

8.8%

10.0%

9.0%

9.6%

26.8%

28.1%

24.4%

23.0%

25.9%

27.5%

4.9%

4.4%

4.2%

3.7%

3.6%

3.8%

平成１３年

平成１４年

平成１５年

平成１６年

県南地域
平成１７年

福島県
（平成17年）

（出典：保健統計の概況＜平成１３～１７年版＞・福島県保健福祉部）

悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

肺炎 不慮の事故 その他



３　市町村別標準化死亡比（ＳＭＲ）　

死因

市町村

県 南 保 健 所 1.04 0.57 0.96 1.05 0.93 1.15 1.24 0.73 0.99 1.35 1.08 0.63 0.72 1.23 1.17 1.13

白 河 市
（旧表郷村・東
村・大信村も含
む ）

1.03 0.79 0.98 1.16 0.94 1.11 1.17 0.98 0.90 1.40 1.11 0.80 0.75 0.66 1.09 1.11

西 郷 村 1.21 0.65 0.98 0.83 0.83 1.33 1.53 0.62 1.43 3.26 1.64 0.85 1.07 0.60 1.29 0.91

泉 崎 村 1.18 0.00 1.03 1.56 1.14 1.35 1.35 0.33 1.74 1.16 1.76 0.00 0.34 3.48 1.06 1.07

中 島 村 1.05 0.00 0.87 0.37 0.00 1.01 1.66 0.48 1.09 0.00 2.61 0.31 0.52 2.83 0.87 0.95

矢 吹 町 0.97 0.00 0.97 1.27 0.45 1.25 0.92 0.76 0.84 1.17 1.69 0.32 0.93 0.75 1.22 1.09

棚 倉 町 1.07 0.00 1.12 0.96 0.72 1.04 1.46 0.54 1.07 0.76 0.36 0.56 0.21 1.15 1.32 1.32

矢 祭 町 1.10 0.00 0.86 0.75 0.79 0.95 1.35 0.70 1.06 1.27 0.00 1.07 0.47 5.64 1.03 0.89

塙 町 0.91 0.67 0.80 0.63 2.07 1.18 1.04 0.62 0.71 0.85 0.00 0.24 0.54 0.58 1.57 1.79

鮫 川 村 0.97 3.40 0.68 1.58 0.71 1.34 1.47 0.00 0.74 1.09 2.17 0.59 1.87 0.00 0.68 0.89

　当該市町村死亡数：市町村別（死因別）死亡数

　当該市町村５年階層別人口：市町村５歳階級別人口（資料：福島県の推計人口　年齢５歳階級別人口　平成13～17年10月1日現在）

不慮の
事　故

自　殺肝疾患 腎不全 老　衰

（平成１３～１７年）

糖尿病
慢性閉塞
性肺疾患

喘　息
高血圧
性疾患

心疾患
(高血圧症
を除く)

脳血管
疾　患

大動脈瘤
及び解離

肺  炎総死亡数

※　ＳＭＲ　＝

　基準年齢階級別死亡率：全国５歳階級別死亡数／全国５歳階級別人口（資料：人口動態統計（平成１５年）　年齢５歳階級別人口（平成15年10月1日現在）、厚生労働省ホームページ）

結  核
悪  性
新生物

当該市町村死亡数

Σ当該市町村年齢階級別人口×基準年齢階級別死亡率
ＳＭＲ＝１：全国平均値
ＳＭＲ＞１：全国平均値以上
ＳＭＲ＜１：全国平均値以下

-
 1

0
 -



４　死亡数（選択死因・市町村別）　

死因

市町村

県 南 保 健 所 7,034 9 1,955 90 35 1,232 1,103 49 641 127 27 63 92 193 294 216

白 河 市
（旧表郷村・東
村・大信村も含
む ）

2,778 5 812 40 14 472 413 26 228 52 11 33 38 40 112 90

西 郷 村 811 1 200 7 3 139 132 4 88 29 4 9 13 9 34 21

泉 崎 村 362 0 94 6 2 66 55 1 52 5 2 0 2 26 12 9

中 島 村 220 0 57 1 0 33 45 1 21 0 2 1 2 12 7 6

矢 吹 町 784 0 238 13 2 159 97 6 64 13 5 4 14 14 37 26

棚 倉 町 790 0 249 9 3 122 143 4 77 8 1 6 3 20 36 26

矢 祭 町 463 0 106 4 2 65 78 3 46 8 0 6 4 62 15 8

塙 町 585 1 148 5 8 123 91 4 47 8 0 2 7 10 35 25

鮫 川 村 241 2 51 5 1 53 49 0 18 4 2 2 9 0 6 5

（出典：福島県保健福祉部「保健統計の概況　平成14～18年版」）

喘　息

（平成１３～１７年）

総死亡数 結  核
悪  性
新生物

心疾患
(高血圧症を

除く)

脳血管
疾　患

高血圧
性疾患

糖尿病

（単位：人）

大動脈瘤
及び解離

肺  炎 自　殺肝疾患 腎不全 老　衰
不慮の
事　故

慢性閉塞
性肺疾患

-
 1

1
 -



5　市町村別悪性新生物部位別死亡率（人口１０万対） (平成１７年）

区    分
悪性新生

物
（ 全 体 ）

食 道 胃 結 腸
直腸S状結腸
移行及び直腸

肝及び肝内
胆 管

胆 の う 及 び
その他胆道

膵
気管、気管
支 及 び 肺

乳 房 子 宮 白 血 病

県南地域 270.6 10.4 58.0 26.7 13.7 17.0 15.0 20.2 39.8 6.5 3.3 5.9

白 河 市 269.4 10.7 56.3 28.9 6.1 21.3 13.7 19.8 39.6 6.1 7.6 7.6

西 郷 村 241.1 10.3 30.8 30.8 25.6 15.4 - 20.5 35.9 5.1 - 5.1

泉 崎 村 251.4 - 74.0 - 14.8 14.8 29.6 44.4 14.8 29.6 - -

中 島 村 309.2 - 58.0 19.3 19.3 19.3 19.3 - 96.6 19.3 - -

矢 吹 町 282.9 16.0 58.7 37.4 10.7 10.7 - 37.4 58.7 5.3 - -

棚 倉 町 316.6 12.7 101.3 12.7 19.0 12.7 25.3 25.3 19.0 - - 6.3

矢 祭 町 267.1 14.8 74.2 14.8 44.5 - 44.5 - 29.7 - - -

塙 町 254.3 9.4 47.1 28.3 9.4 18.8 28.3 - 47.1 9.4 - 18.8

鮫 川 村 231.4 - 23.1 46.3 23.1 23.1 23.1 - 23.1 - - -

（出典：平成１8年版保健統計の概況・福島県保健福祉部）

-
1
2
 -



県南 県 国 県南 県 国 県南 県 国 県南 県 国 県南 県 国 県南 県 国 県南 県 国 県南 県 国

合 計 538.3 550.7 480.6 100.0 100.0 100.0 579.3 583.3 491.2 100.0 100.0 100.0 563.5 594.6 497.2 100.0 100.0 100.0 622.7 613.3 516.2 100.0 100.0 100.0

脳 血 管 疾 患 128.8 129.8 103.4 23.9 23.5 21.5 135.3 143.9 104.7 23.3 24.6 21.4 150.1 135.0 102.3 26.7 22.7 20.6 147.4 142.3 105.3 23.7 23.1 20.4

（脳出血） 32.8 27.9 24.8 6.0 5.0 5.0 29.8 31.0 25.7 5.0 5.3 5.1 34.9 31.9 25.4 6.2 5.4 5.1 26.1 33.6 26.4 4.2 5.5 5.1

（脳梗塞） 83.7 87.6 63.9 15.5 15.9 13.2 90.2 94.9 64.2 15.6 16.2 13.1 107.4 85.1 62.4 19.1 14.3 12.6 105.0 92.5 64.2 16.8 15.0 12.4

（その他） 12.3 14.3 14.7 2.4 2.6 3.3 16.1 18.0 14.8 2.7 3.1 3.2 7.8 18.0 14.5 1.4 3.0 2.9 16.3 16.2 14.7 2.7 2.6 2.9

悪 性 新 生 物 237.6 259.3 241.7 44.2 47.2 50.3 246.2 262.9 245.4 42.6 45.1 50.1 250.4 282.1 253.9 44.4 47.4 51.1 270.6 278.5 258.3 43.4 45.4 50.0

（食道） 10.9 9.9 8.5 1.9 1.6 1.7 9.7 10.1 8.8 1.6 1.7 1.8 9.7 9.9 8.9 1.7 1.7 1.8 10.4 9.4 8.9 1.7 1.5 1.7

（胃） 52.8 46.7 39.1 9.7 8.4 8.1 48.3 47.2 39.3 8.3 8.1 8.0 53.1 50.0 40.1 9.4 8.4 8.1 58.0 45.3 39.9 9.3 7.4 7.8

（結腸） 20.0 21.6 19.8 3.7 3.8 3.9 25.8 22.6 20.5 4.3 3.8 4.1 20.1 22.8 21.0 3.6 3.8 4.2 26.7 24.4 21.5 4.3 3.9 4.2

（ 直 腸 及 び S 字 結 腸 ） 7.7 12.8 10.1 1.3 2.2 2.1 13.5 13.1 10.4 2.2 2.2 2.1 12.9 12.7 10.8 2.3 2.1 2.2 13.7 13.4 10.9 2.2 2.1 2.1

（肝臓） 16.7 21.5 27.5 3.0 3.8 5.6 18.0 22.7 27.0 3.1 3.8 5.5 19.4 25.3 27.4 3.4 4.3 5.5 17.0 21.5 27.2 2.7 3.5 5.3

（胆のう） 14.2 15.9 12.5 2.6 2.8 2.5 16.1 16.0 12.6 2.8 2.7 2.7 16.8 18.7 13.0 3.0 3.1 2.6 15.0 17.1 13.1 2.4 2.8 2.5

（膵臓） 19.3 19.0 16.0 3.6 3.4 3.4 16.8 19.3 16.8 2.8 3.3 3.5 16.2 19.5 17.6 2.9 3.3 3.5 20.2 21.0 18.2 3.2 3.4 3.5

（ 気 管 ・ 気 管 支 ・ 肺 ） 36.1 45.4 44.8 6.7 8.2 9.2 42.5 48.5 45.0 7.2 8.2 9.2 37.5 48.7 47.5 6.7 8.2 9.6 39.8 52.2 49.2 6.3 8.5 9.5

（乳房） 7.7 7.3 7.7 1.3 1.3 1.5 7.1 6.8 7.8 1.2 1.1 1.6 5.2 8.3 8.4 0.9 1.4 1.7 6.5 9.1 8.6 1.0 1.4 1.7

（子宮） 12.7 8.7 8.3 2.2 1.5 1.7 5.1 5.6 8.2 0.9 0.9 0.8 10.2 7.0 0.0 1.9 1.2 0.0 3.3 4.0 8.3 0.5 0.9 1.6

（白血病） 5.2 5.7 5.5 0.9 0.9 1.0 4.5 5.8 5.6 0.7 0.9 1.2 8.4 5.8 5.6 1.5 1.0 1.1 5.9 6.1 5.8 0.9 1.0 1.1

（その他） 34.3 50.5 41.9 7.3 9.3 9.6 43.3 45.2 43.3 7.5 8.4 9.6 39.9 53.4 53.6 7.1 8.9 10.8 54.1 55.0 46.7 8.9 9.0 9.0

心 疾 患 147.9 147.5 121.0 28.5 26.7 25.2 181.7 159.2 126.5 31.3 27.4 25.7 148.2 160.1 126.5 26.3 27.0 25.4 186.5 175.1 137.2 29.9 28.5 26.6

（急性心筋梗塞） 45.1 49.5 36.2 8.4 9.0 7.5 44.5 52.0 36.9 7.6 9.0 7.5 29.8 52.7 35.2 5.3 8.9 7.1 42.4 55.9 37.4 6.7 9.1 7.3

（心不全） 67.0 47.2 38.4 12.5 8.5 7.9 81.2 51.6 40.4 14.0 8.8 8.2 53.1 49.2 40.9 9.4 8.3 8.2 57.4 54.6 44.6 9.2 8.9 8.6

（その他） 35.8 50.8 46.4 7.6 9.2 9.8 56.0 55.6 49.2 9.7 9.6 10.0 65.3 58.2 50.4 11.6 9.8 10.1 86.7 64.6 55.2 14.0 10.5 10.7

高 血 圧 疾 患 3.2 2.1 4.5 0.5 0.4 0.9 5.8 5.2 4.4 0.8 0.9 0.8 3.2 3.1 4.5 0.6 0.5 0.9 5.2 4.3 4.6 1.0 1.0 0.9

糖 尿 病 14.8 12.0 10.0 2.6 2.2 2.1 10.3 12.1 10.2 1.7 2.0 2.0 11.6 14.3 10.0 2.0 2.4 2.0 13.0 13.1 10.8 2.0 2.0 2.1

平成１7年

死亡率 割合（％）割合（％） 死亡率

（出典:国民衛生の動向・財団法人厚生統計協会及び保健統計の概況・福島県保健福祉部）

６   病類別生活習慣病死亡率（人口１０万対）及び割合（％）県南・県・国比較

平成１６年

死亡率 割合（％）割合（％）

平成１４年 平成１５年

死亡率

-
1
3
 -
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